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1.  研究の背景と目的 

 地域鉄道では，少子高齢化やモータリゼーション

などにより多くの経営が厳しい状況にある． 1) 

また，地方では，公共交通機関の便数の少なさ等

により乗換時間が長時間である．さらに，新幹線の

開業により都市と地方を往来しやすくなっている．

そして，都市では， 駅ナカや駅周辺での買物や飲食

等，交通結節点の利用は多様化している．これらに

より，地方の交通結節点は単なる交通結節機能を有

する施設ではなく，都市の交通結節点のように快適

に滞留できる空間を併せ持つ施設になることが求

められると考える．これらを進めるためには，これ

までの駅利用者の属性や行動特性を把握し，それら

に基づきながら駅利用者の特性に応じた取り組み

を実施していくことが必要である． 

これまでも，パーソントリップ調査等のアンケー

ト調査や携帯電話の位置情報を利用した調査 2)が実

施されてきた．また，鉄道駅を対象に，人々の属性

や行動，利用目的等を測定した研究 3)も実施されて

きた．しかし，これらはこの先の長期間を見据えた

公共交通のあり方を示していくためにはデータの

量が少なく不十分である． 

以上を踏まえ，本研究では電鉄富山駅での約 6 年

間のデータをもとに集計や分析，ヒアリングから駅

利用者の特性を明らかにすることを目的とする． 

 

2. 研究の流れ 

 (1) データの概要 

 本研究では，動態調査センサシステムのホームへ

の入場者側と出場者側の 2 つの顔認識用カメラのデ

ータを用いる．本データには，2014 年から 2020 年

の約 6 年間における推定約 2,000 万件のサンプルが

測定されており，「#カメラ ID」，「カメラ名」，「トラ

ッキング ID」，「日付」，「時間」，「推定年代」，「推定

性別」，「滞留時間（1 分単位）」の 8 つの項目が測定

されている． 

 

 (2) データの集計と分析 

 本研究では，駅利用者の利用人数と平均滞留時間

を Python によって集計する． 

 まず，分析項目を各年，各月，各曜日，各時間帯

の 4 つの時系列に分類し，各々に対して利用人数と

平均滞留時間を集計する． 

 また，4 つの時系列に分類した分析項目を推定性

別，推定年代，入出場者の個人属性に分類し，各々

に対して利用人数と平均滞留時間を集計する． 

 さらに，各年の平日と休日，各年の各曜日の各時

間帯の 2 つの項目に分類し，各々に対して利用人数

と平均滞留時間を集計する． 

 そして，性別と年代と入出場者の各々において，

利用人数と平均滞留時間の各々の有意性の有無を R

によって分析した． 

  

3. 集計及び分析の結果 

 本研究において特有の結果が見受けられた主な 4

つを以下に示す． 

(1) 金曜日・土曜日の夜間の傾向 

 2015 年から 2020 年での各年の金曜日と土曜日の

20 時以降の利用人数が他の曜日の約 1.6 倍となった． 

このデータから想定されることとしては，金曜日

と土曜日の飲酒の機会が他の曜日よりも多いこと

が影響を及ぼしている可能性があると考えられる． 

(2) 平日における時間の波動 

電鉄富山駅では平日の朝の通勤・通学時間帯と帰

宅時間帯の利用人数がほぼ同等の数値で突出した．

（図-1）首都圏は平日の朝の通勤・通学時間帯は多

く，帰宅時間帯は朝と比較して少ない傾向があるこ

とから 4)，電鉄富山駅と首都圏において朝の通勤・

通学時間帯と帰宅時間帯の利用者数の推移が異な

ることが明らかとなった． 

このデータから想定されることとしては，電鉄富

山駅では直帰の傾向があり，首都圏では仕事帰りに

IV-01 令和4年度土木学会中部支部研究発表会

- IV-01 -



店舗に立ち寄りやすいことが影響を及ぼしている

可能性があると考えられる． 

 (3) 北陸新幹線開業による男女差の変化 

 2015 年の 4 月から 12 月の男女の利用人数の差が

2015 年の 1 月から 3 月の約 6.3 倍となった．（図-2） 

このデータから想定されることとしては，北陸新

幹線開業時期と重なることから，北陸新幹線開業が

男女の利用人数の差に影響を及ぼしている可能性

があると考えられる． 

平成 28 年の北陸新幹線列車内アンケートによる

と，仕事目的で利用するのは男性の方が女性よりも

大きくなっている 5)． 

よって，仕事目的で北陸新幹線を利用する男性が

電鉄富山駅の男女の利用人数の差の拡大に影響を

及ぼしている可能性があると考えられる． 

 (4) 雪の大谷の影響 

 2015 年から 2019 年においては，利用人数と平均

滞留時間は，4 月は他の月と 4 時台・5 時台は他の時

間帯より多くなり，2020 年の同時期は他と同様の傾

向だった． 

また，例年 4 月は早朝に雪の大谷への観光客がチ

ケットを求めて行列をつくることが富山地方鉄道

へのヒアリングから明らかとなった． 

よって，2015 年から 2019 年と 2020 年の差は通

常の時期と観光客が激減した時期の差であり，これ

は雪の大谷への観光客が影響を及ぼしている可能

性があると考えられる． 

 

4. まとめと今後の課題 

本研究では，2015 年から 2020 年における電鉄富

山駅において測定された駅利用者の人数，滞留時間，

日時，個人属性のカメラデータをもとに，分析項目

を 4 つの時系列，3 つの個人属性， 2 つの時系列の

組み合わせに分類し，駅利用者の利用人数と平均滞

留時間の推移や変動を分析した．結果として，主に

金曜日・土曜日とその他の曜日の夜間の利用人数で

傾向の異なる点があること，電鉄富山駅と首都圏の

利用人数で傾向の異なる点があること，北陸新幹線

の開業前後の男女の利用人数に差があること，4 月

の早朝の利用人数と平均滞留時間が他の月や時間

帯より増加していることを明らかにした．これらは，

今後の地方での交通結節空間の検討において活用

 

図-1 各年の各時間帯の利用人数 

 

 

図-2 2015 年の各性別の利用人数 

 

されることが期待される． 

今後の課題として，より詳細な時系列の規模かつ

すべての時系列や個人属性を組み合わせた分析を

実施することにより，明確かつ詳細な駅利用者の人

数や滞留時間と属性との関係の確認が期待できる． 
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